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論文内容要旨

1.論 文の目的

凸本論 は
、マスメディアの急速な発展 を背景にワイマ ール共和国時代に数多 く誕生 した女

性作家たよる作 品を、 ドイツのモダンガール現象 「新 しい女(dieNeueFrau)」 および 「女

の子(Madchen)」 とい う語 に注 目して読み解 く試みである。

赤ん坊か ら大人 の女性までを意味す る 「女の子(Madchen)」 とい う語 の概念のあいまい
「

さには、女性のおかれ ていた歴史的社会的な状況が反映 されている。近代に発見 された と
'
い う 「子供期」は元々 「少年/男 の子」 を念頭 に置いたものであった。一方 「少女/女 の

・芋」は年齢 よりも 「未婚(=処 女)」状態 を指 していたが、しだいに 「少年/男 の子」伺様、

人生の一時期 を表すよ うになる。 「女 の子∫ とい う語 にはこうした異なる二つの意味が混在

している。そ して本論で扱 う 「女 の子」 とは、 ワイマール共和国時代 に 「新 しい女」 と呼

ばれたベル リシのモダンガールたちである。

1920年 代から1930年 仕にかけてニューヨーク、パ リ、東京な ど世界各地の大都市で同時

代的にモダンガール現象が起 きた。 断髪、ひざ下丈のスカー ト、化粧は、その トレー ドマ

ークである。第ム次世界大戦後の ドイツ、ワイマール共和国の首都ベル リンに現れ た 「新
じ

しい女」'もまた、こ うしたグローバルなモダンガール現象の一つで あり、タイ ピス.トやデ.

パー トの販売員 な ど都会の女性ホ ワイ トカラー とイメージが重ね られた。こ うしたモダン

ガール のあ り方 を、筆者は彼女 らによって書かれた、ない し彼女 らを対象 とした同時代の

文学作品を手掛か りに、多面的 に描 きだすことを試み る。そ して、 ワイマール共和国末期

の女性文学を新即物主義のコンテクス トか ら捉 えるザ ビーナ ・ベ ッカーの論考を検証 しっ

つ、その新即物主義のスタイル とこの時代の女性文学の関係 を探ってゆ く。

2.論 文の構成

序 「女の子」 をめ ぐる冒険

1ベ ル リンのモダンガール

第1章 ベル リンのモダンガールー 一女性ホワイ トカラ孟 と文学

耳 モダンガール とマスメディア

第2章 ベス トセラー作家 ヴィ ッキイ ・バウム と小謙 『化学専攻生ヘ レーネ ・ヴィルフ

ユア』

第3章 ガブ リエ レ ・テルギ ッ トのベル リン小説 『ケーゼ ビア、クアフユルステンダム

を征服す る』 ・

皿 「モダンガール」 と書 くこと

第4章 「女 の子」で ある ことの可能性一 イルムガル ト・コインの 『ギルギー わた ・



¶

第5章

第6章

第7章

第8章

したちのひ とり』

モダンガール と書 くこと アニタ ・ルースの 『紳士はブロン ドがお好 き』と

イルムガル ト・コイ ンの 『偽絹の女の子』をめ ぐって

タイ トル とジェンダ 『インゴルシュタッ ト出身のマ リールイーゼ ・フラ

イサーの物語』

「女の子」 とい う`メルヘ ン 『イ ンゴル シュタ ッ ト出身のマ リールイーゼ ・

フライサ・一の一ポン ドのオ レンジと九つの他の物語』 と作品集 『悪だ くみ』に

ついで ・

「女の子」か らの脱出 一マ リールイーゼ ・フライサーの長編小説 『小麦売 り・

のフリーダ ・ガイアー』

3.各 章の概要

まず序において、本論の 目的お よび論の見取 り図を提示するaそ の際に、ドイ ツでは1932

年、 日本では"1933年 に封切 られた映画、『制服め処女』1に見られる新 しい女性像 とそれに

対する社会の反応 を取 り上げている。 、

そ して、ベル リンとい う'ドイツ最先端の街での新 しい女性のあり方を第一章で追及する。

ワイマール共和国時代 の社会構造は、20世 紀初頭か ら大都市に急増 した 「新 中間層」、ホワ

イ トカラーに特徴づけ られ るが、なかでもベル リンはホ ワイ トカラーの増加が著 しく、彼

/彼 女 らがベル リンとい う都市のライフスタイル を形づ くった』都会で働 くタイピス ト、

電話交換手、デパー トの販売員な どの女性 ホワイ トカラ「は注 目を浴び、社会や時代の変

化/新 しさを象徴する時代の ヒロイ ンとみなされた。 当時のマスメディアに登場 しだ 「新

しい女」の人気のタイプは、従来の ドイツ女性のイメージとは一線 を画す、「ガー一ル(Gir1)」

と 「ガル ソンヌ(Gargonn皿1e)」 である。しか し自立したイメー ジの強いガル ソンヌよりも、

アメリカ的な少女 らしいガール タイプのほ うがずっ と人気が高 く、.そ うした 「女の子」で

あることが流行の最尖端 となった と筆者 は主張する。

マーシャ ・カ レコや ク リスタ ・アニータ ・ブ リュック といったまさにこの時代 の 「女の

子」たちは、みず か らの職業経験に基づき、女性ホワイ トカラーの現実を描 きだす。マー

シャ ・カレコは 『拝情的速記 ノー ト』『大人のための小 さな読み物』で、ホワイ トカラーめ

日常を詠 う。筆者 はカ レコの詩 に特徴的な飾 り気のないシンプルな表瓠 客観 的で冷静な

明晰さ、大都市を舞台 とした現実的なテーマには当時の新即物主義的傾向が強 く影響 して

いることを指摘す る。 クリスタ ・アニータ ・ブ リュックの小説 『タイプライ ターの背後に

隠 された運命』でもタイ ピス トが 「女の子」 として登場す るが、当時、女性事務職員一般

は年齢 と関係な く 「女 の子」 と呼ばれ、彼女 たちの仕事は男性 のそれよ りも軽視 されてい

たことが赤裸々に描かれている。

カ レコやブ リュックの作品に見 られ る女性 ホワイ トカ ラーはお しやれでモダンな 「新 し

い女」からはほ ど遠いがく彼女たちはその足揚 となるモダン都市および都会的 ライフスタ



'

イルのイメー ジゆえに、当時の人び と、 と りわけ同 じ 「女の子」 の目に魅力的に映った と

筆者 は主張す る。そ して遠慮のない 自己主張 を伴 うスタイル は女性 が社会で生き抜 くため

の処世術であ り、 ドイツ経済 を破綻へ と導いた1923-年 のイ ンフレーシ ョン後 の彼女 たちに

は、市民層 出身であって も前の世代の価値観は通用 しない ことを、筆者 は彼女 らの作品か

ら浮かび あが らせる。

続いて第二章お よび第三章でぱ、第一次世界大戦後の激変するメデ ィア状況の中での女

性作家の文芸の持つ社会的意味が論 じられ る。第二章では、 ヴィッキイ ・バ ウムの作品を

取 り上げ、マスメデ ィアが産業化するなかでいかに彼女が戦略的にスター女性作家へ と作

り上げ られていったかが検証 され る。1920年 代末、'ベル リンの ウルシュタイ ン出版社は、

新聞雑誌 の他、さまざまなジャンル の書籍を出版 し、広告、プロモーシ ョンに力 を入れ、

印刷 メデ ィア以外の他メデ ィアも積極的 に利用するな ど、文学の産業化の先頭 に立ってい

た。そのウルシュタイン社の戦略のもと、-1928年 『ベル リンrグ ラフ新聞』で連載 された

『化学専攻生ヘ レーネ ・ヴィルフユア』 はバ ウムの最初のベ ス トセ ラー作品 となった。こ

の 『ヘ レーネ』は、従来の研究では娯楽文学ではあるが現代的テーマを扱 っている と概ね

肯定的な評価 を得ていたが、新即物主義文学 との親近性 については長い間看過 され てきた

と筆者 は指摘す る。そして娯楽文学 と新即物主義的文学 とい う観点からみ ると、バ ウムの

作品は良質の中間小説 としてエ リー ト教養市民的文学 と大衆文学の問に位置づ けられると

ともに、読者 として女性を想 定 し、「新 しい女」を主人公 とする 『ヘ レーネ』 は、保守 と新

しさの二画性 を内包 している と筆者 は解釈する1す なわち、かねて より憧れていた男性 と

の結婚 とい うあ りきた りなハ ッピーエン ドと、扱 っている トピック(化 学専攻の女子学生、

未婚の妊娠、堕胎、シングル マザ ー・、若返 りの薬の開発な ど)の アクチュア リティである。

ただ し、女子学生を主人公 とした 『ヘ レーネ』には、その非現実性に対 して当時の女子

学生か らの批判があ り、これは大衆雑誌の連載小説 『ヘ レーネ』の多 くの読者 にとって女

子 学生 とい う存在は非現実的存在 であ り、また女子学生 との一般女性読者の間には厳然た

る階層差が存在 したことを示唆 している。けれ ども 『化学専攻生ヘ レーネ ・ヴィルフユア』

のヘ レーネ の名前の前に添 えられ た 「化学専攻生」 とい うもの珍 しい形容は 「新 しい女」

.を示す記号 として働き～読み手にそのイメージを喚起 しだ と筆者は指摘す る。

一方
、第三章ではこの時期 の印刷 メディアの隆盛を背景 としジャーナ リズムへ と進 出 し

た女性 の中で、その経験に基づいた作家活動を行 ったガブ リエ レ ・テル ギッ トにスポ ッ ト

を当てる。彼女の代表作、『ケーゼ ビア、クアフユルステンダムを征服す る』では、ベル リ

ンの無名の歌手ケーゼビアがマス メデ ィアによって一躍スターに祭 りあげられ、あっ とい

う問にブー ムが去って しま う様子が語 られてい る。そ して、前世代 の価値観か ら逃れ られ

ず にいる、新 聞記者のシャー ロッテ ・コーラ"t、 時代の最尖端 をV>く 「新 しい女」のrズ

ル ソンヌ」タイプ、ケーテ ・ヘルツフェル トとい う対照的な二人の女性を登場 させている。

前者は 「新 しい女」たち若い世代の女性たちが 自由を謳歌 している様子を うらやま しく思

いなが らも、みずか らを・市民的道徳観か らなかなか解放できず にいる、前世代の価値観 に



、

捕 らわれた女性 として造形 され、「新 しい女」よ りも上の世代の女性たちのアン ビヴァレン

スが明示 されている一方、 「ガル ソンヌjあ るいは男女平等 を謳 ったワイマール憲法が制定

され たr1919年 の申 し子」 として紹介 され る後者 もまた、作品の読者 として想定 されてい

る ・「女の子」 との差異性を強調 されてお り、 「新 しい女」/「 女の子」 の階層性が示唆 され

てい ると筆者は解釈す る。

そ して第四章か ら第八章までは、モダンガールが主体 として 「書 く」テクス トの分析を

通 し、ワイ々一ル末期の 「家の子」であることの内実 を筆者 は検証する。第四章では、 自

ら 「女の子」 と名乗 り、 自身を積極的に 「女の子」 として定義す る女性を主人公 としたイ

ルムガル ト・コインの作品、『ギルギー わた したちのひ とり』に基づき、 「女の子」 の自

己認識の内実を浮かび あがらせている。筆者 はこの作 品では、「女の子」が従来の女性像へ

のアンチテーゼ を意味 し、主人公ギルギはその概念の暫定性 を知った うえで、 「女の子」で

あることを選んでいる存在であると主張する。そ こでの 「女の子」の内実 に関 してはセク

シュア リティに焦点が 当て られ、元来 「女 の子」 とい う語 には処女性が含意 されているの

に対 し、「女の子」であることを自認す るこの作品の主人公 に とっては、エロスや性的欲求

が生の構成要素であ り、彼女 に象徴 され るワイマール共和 国時代 の 「女の子」 とは、 「(大

人)女 性(Frau)」 の否定、つま り 〈「女の子」≠ 「女性」〉、 〈「新 しい女」.≠ 「女性」〉 とい

う く≠ 「女性」〉 とレての概念であることが明 らかにされる。 こ うした 「女の子」の新たな

定義は、 「女の子」とい う概念が元来的に持つ あいまい さとも関係 している。 「女の子」に

は人生の一時期 と、未婚 寸未成年、ウ処女 とい う状態 の二つの性質 の異なる要素が含意 され

てお り、明確 に年齢で区切 ることは難 しく、それ ゆえ女性 ホワイ トカラーは年齢に関係 な

.く 「女の子」 と呼ばれ うるのであ り、∫女の子」 とい う言葉 はまた、だれかに管理 される頼

りない存在であることを暗 に示 している。それに対 し、コインのヒロイ ンたちには、「女の

子」か ら 「未婚、未成年、処女」 とい う状態 を切 り離 し、 〈「女の子」≠従来の 「女性」〉 と

定義 し直 した ところに、その新 しさがあると筆者 は解釈する。'

第五章 では、 コインの代表作であ り、 「女の子」による 日記 としての形態をとる 『偽絹の

女の子』が取 り上げ られ る。この作品には、当初よ りアメ リカの作家アニタ ・ルー スの 『紳

士 はブロン ドがお好 き』 の影響が指摘されていたが、筆者 はモダンガールによって書かれ

たモダンガール小説である両作品にお ける 「女の子」 の比較対照 を通 し、アメリカ と ドイ

ツ、そ して世界大恐慌前 とそのあ との 「女の子」をめぐる状況 の対比を明 らかにす る。『紳

士』'は1920年 代のアメ リカのフラ ッパー、 ロー レライの 日記形式で語 られてい る。 この小

説 の特徴 は、これまでものを書 く側 にいなかった人間がペンを執 ったことか ら生 じる滑稽

さにある。作者はロー レライに近寄って くるイ ンテ リ男性(=も のを書 く側 の人間)に 皮

肉な眼差 しを向ける。両者 の違いは 「教育/教 養」である。 ロー レライは教養 を身 にっけ

るために ヨーロッパ旅行 に出かけるも、当地の伝統的文化 には少 しも興味を示 さない。『紳

士』にはまた第一L次世界大戦後の ヨーロッパ的なもの とアメ リカ的なもめの価値の逆転が

随所に描 き出されてい る。それに対 し、俗語表現が盛 り込まれた 日記形式の他 にも、地方



か ら都会(ニ ュー ヨー ク、ベル リン)に 上京 してきた主人公、金 目当てで男性 に近づ く様

子、高級品(ダ イヤモン ド、毛皮のコー ト)へ の執着などの点で共通 しなが らも、『偽絹の

女の子』は、主人公 と読者 との距離感お よびその結末で 『紳士』 とは決定的に異なる。『紳

士』では 「おばか さんブロン ド」に現を抜かす 「紳士」 を皮肉ることが主眼で あり、.作者

も読者も一歩退いた ところか らロー レライや彼女に夢中になる男性を眺める。他方 『偽絹

の女の子』では、読者 は ドー リスに感情移入 し、知 的な男性の胡散 くささを見抜 き、主人

公 と一緒になって笑い飛ばす。また結末 も、玉の輿ハ ッピーエン ドで終わる 『紳士』に対

し、世界大恐慌後の ドイツ、ベル リンで 『偽絹の女の子』 ドー リズは幻滅 ばか りを体験す

る。両者の差異 を象徴的に示す要素 として、筆者は 「教育/教 養」のモチーフを挙げる。『紳

士』では、主人公 の 「教育/教 養」 の有無は結末に何 の影響 も及 ぼ さない。 しか しなが ら

『偽絹の女の子』では、 「教育/教 養」は乗 り越1えることのできない壁、社会階層の差異 と

して、絶対的な意味をもって ヒロインの前 に立 ちはだかる。そこでは、『紳士』のよ うな楽

'天 主義ば通用せず
、世界大恐慌後の ドイツで特別 な才能 も技能 も備えていない 〔女 の子」

は、'他人と交換可能な存在で しかないことを描いている。

第六章から第八章では、当時か ら作家 としての才能 を高 く評価 されてお り、また近年再

.び注 目を集めっっあるマ リールイーゼ ・フライサーの作品を取 り上げる。第六章 で筆者は

まず、フライサーの作品、友ル リンのユンゲビューネの主宰者モー リッツ ・ゼー ラーの提

案により当初 の題名か らの変更がなされた 『『イ ンゴルシュタ ッ トの煉獄』、そ してブ レヒ

トに強く勧 められ執筆 し、,彼女の名 を一躍高 めた 『インゴル シェタッ トの工兵 たち』 に表

れるインゴルシュタッ トとい う堆方都市名 のジ土ンダー的意味 を考察す る。『イ ンゴル シュ

タッ トの工兵た ち』のベル リン初演は好評 を博 したが、その一方でブレヒ ト等 が係 った性

的ニュアンスを強調 した挑発的な演出が、イ ンゴル シ昇タッ トも巻き込んだバ ッシングを

引き起こした。批判は女性 であるフライサーがセ グシュア リティを扱った ドラマ を書いた

ことに対す るものであ り、それ は一種のタブー破 りとみな されたのである。加 えてインゴ

ルシュタッ ト側の反応か らは、地元出身のフライサーばか りでな く、その文学活動の拠点、

べ々 リンへの強い不快感 を読み取ることができる。 ここには、1930年 代のベル リン対地方

とい う構図が反映 され ているが、筆者はフライサーの場合 にはそれ とは異なる対立軸が存

.在す ることを指摘する。フライサーが自らの作家活動の場 として選んだのはブ レヒ トに代

表 され るベル リンであるが、彼女 とインゴルシュタッ トをことあるごとに結びっけたのは、

彼女に好意的なベル リンの前衛作家たちで あり、そ して彼 らこそが 「地方」を批判 した張 ・

本人であった。そ して彼 らがフライサーに 「イ ンゴル シ置タ ッ ト出身の」 との枕詞 をっけ

るとき、それ はベル リン対地方 とい う構図のジェンダー化を意味 している。す なわち、そ

れは 「男性たちによる知的、芸術的言説か らの女の排除、そ して周辺部への退去命令」で
'

あ り、「インゴル シュタ ット出身の」 とは、フライサー においては 「女流」の謂いとなって

い るのである。

第七章および第人章 では、フライサーの生 み出 した 「新 しい女」 とは対照性 を見せ る二

,

、



人 のヒロインの登場す る作品が分析 され る。第七章では、『インゴル シュタッ ト出身のマ リ

ールイーゼ ・フライサーの一ポン ドのオ レンジ と九つの他 の物語』所収め作品の うち
、「女

の子」が主人公 の四作品 『りんご』『一ポン ドのオ レンジ』・『おろかな女』『あわれ なロヴィ

ーゼ』
、お よび 「女の子」の前段階に位置する思春期 の少女 を主人公 とする 『十三歳』、そ

して1990年 代 に発見 された彼女 のワイマール期の作品 『悪だくみ』お よび 『仲間』を対象

とし、とりわけ作品のメルヘ ン性に機軸 を置いた解釈が行 われ るぎ筆者 は、『一三歳』では

思春期の少女少年の抱 えるセクシュア リテ ィをめ ぐるアンビヴァ レンスや塞力 が描 き出 さ

れ、主人公 の少女は大胆さや残酷 さで大人の抱 く子 ども像 を裏切っている一方で、思奉期

後の 「女の子」の物語 では、性的にナイー ヴで、男性 の暴力に無防備 に さらされる、マゾ'

ヒスティ ックな 「女の子」が物語の中心 となっているとの解釈を示す。そ レて、そ うした

「女 の子」の物語 をメルヘ ン的な語彙 と構造をもって構築 し、さらに彼女 らが試練を耐え

ることの無為性を描 くことで、「女の子」であること自体がメルヘンに過ぎない ことが示 さ

れてい ると分析す る。

第八章では第七章での分析対象 となった無防備でナイーヴな女性像 とは正反対の、孤独

を覚悟 した うえで 自立 を掴み とる若 い女性 を主人公 とするフライサー唯一の長編小説であ ・

る 『小麦売 りのフリーダ ・ガイアー』が扱われ る。この作品における女性像の新 しさは、「新

しい女」 に典型的な職業 とは異 な り当時男性特有の仕事であった(外 交販売員 を意味す る

「小麦売 り」.と い うヒロイ ソの職業 に象徴 されてい る。それに加 え、同作品では白立心旺
ん づ

盛 で自由に動 き回 るフ リーダ と、地方の閉鎖的コ ミュニテ ィに閉 じこもる彼女の恋人 グス

トゥルの対比が示 され、筆者はそ こに従来の価値観の転覆 の構図を読み取ってい る。また、

グス トゥルが従来の男女観に基づいた結婚 を望むのに対 し、フ リーダは家父長制的結婚制

度の欺哺を批判 し、彼のプロポーズを拒否、みずか らの 自立を優先す るといった二人の関

係 や、地元で人気者 の グス トウルに対 し、彼女は地域社会で孤立 しているとい う社会的立

ち位置の対称性から、フ リーダに見る転覆の要素 とは、孤独を覚悟 した うえで 自らの自由

を選び取 った ところに存在する との解釈 を筆者 は示 しでフ リーダ ・ガイ アーは二重の意味

で女性像に対するアγチデーゼとなっていることを示唆する。すなわち、古典的女性像の

拒絶 と同時に、 ワイマール期のヒロイン 「新 しい女」への拒否である。 コインの主人公の

cilうに 「若 さ]一を拠 りどころとす る 「新 しい女」には、これ までの女性 のあ り方 を転倒 さ

せ る力 はない。これ に対 し外交販売員 フリーダは女性 とい うジェンダーの固定化をかた く

なに拒むご≧で・微 たちは旧来の女性像の押しっけ1姓 であ.6こ との齢 を}まねのけ

る存在であるとの分析 である。そ して筆者は、このフ リーダ ・ガイアー にみる女性像を、「新

しい女」 をめ ぐる文学の一っの到達点 として提示す る。



4.審 査結果 唱

本論文の公開審査は、2017年1月31日(火)午 後1時 よ り、5号 館6階653室 におい

て行われ た。.

第一次世界大戦 の敗戦後、女性が 目覚ま しい社会進出を遂げたとされ るワイマール共和

国期 の ドイツ社会 の大都市に現れたホワイ トカラーの女性たちは、その存在 自体が一大社

会 ・文化的現象 と呼べるものであっな。 旧来の抑圧状態か らの女性 の解放の コンマプ トと

'しての 「新 しい女」 とい う概念 は
、19世 紀初頭にまで遡ることが可能であり、そこでは伝

統的市民的女性像に代 わる 「新 しい女」が提唱 され左。それ は法的な男女平等を 目指 し、

また婦人参政権運動に結びつ く政治的存在で あり、そこでいわれるf新 しい女」 とは、大

学教育 を受 け、専門職 についた独身女性を指 していた。それ に対 し、 ワイマール期 の 「新

しい女」 とは、大戦後のハイパーインフレといった社会状況 を背景 に、労働 に従事す る必

要が生 じた女性の うち、特に都会で働 く事務職やデパー トの販売員、タイピス トな どの講

義 の女性労働者のことを指す。狼女 らは、-特定の階層 とは結びっかず、また思想信条によ

ってひ とま とめにすることができず 、それを反映 して女性運動 にも関心を示 さない集団で.

あ り、彼女 らは過去の世代 とは断絶 し.い わば突然出現 した存在であらた。本書は、戦間

期 の非常に独 自性 の強い 「新 しい女」に関 し、彼女 らを言い表す 「女の子」 とい う概念を

軸 として、その多面的な内実を論 じたものである。'

・ワイマール期の 「新 しい女」を題材 とし、その内実を赤裸 々に描 くこの時代の女性に よ

る文学作品は、日本での先行研究はほ とんど存在せず、欧米で も主に90年 代以降によ う・や

く作家個人の伝記的研 究か ら脱 し、文化史的コンテクス トの中で扱われ るよ うになった。

こ うした研 家対象に関 し、豊富な資料を駆使 して執筆 され た本書は、 日本人による初めて

の包括的研究 とい う点において高い価値 のあるものであ り、同対象に関す る今後の研究を

刺激する優れたものである とい うことは、審査員一同認めるところである。特 に、綿密 な

テクス ト解釈に基づいた筆者 の主張 は説得力 を持つものであ り、時代の様相 を浮かび上が

らせることに成功 している。

ただ し、公開審査では以下の よ うな問題点 も指摘 されている。まず、本著はあくまで も

研 究対象 をワイマール末期までの作品に絞 っているために、それ に続 くま さに女性 を再び

伝統的な家庭内存在に、さらには.「産む」性 としてのカテゴ リーに押 し込 めたナチス時代

を視野に入れ ると、本書の結論 は軽やかに過 ぎるのではないか との指摘である。ある審査

員 か らは、 ワイマール期の 「女 の子」たちの行 く末 をさらに時間軸を拡張して確認 し、そ

の うえで ワイマール期 の彼女 らの持つ文化史上の座標 を見出す検証 がほ しい との意見が出

された。ま た、『「女の子」 とい う運動』 とい う本書 のタイ トルの妥 当性 に関 し、審査員間

では意見が分かれた。 こうしたい くつかの課題 もあるものの、質疑応答では審査員か らの

疑問および質問に対 して豊富な知見 をもとに適切な応答がな されてお り、今後の研究の さ

ら塗る発展が十分期待 される。ゆえに・審査員一同は本書をもって田丸理砂に博士(文 学)

の学位を授与することが適切であると判断 した。


